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私たちは返品を笑顔でお受けします。
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８月 7日 8日 9日 10日

琴平自動車（株） ○ ● ●

１1日
土 日 月 火 水

○ ○
トヨタ部品大阪共販㈱ ○ ● ● ○ ●
日産部品近畿販売㈱ ○ ● ● ○ ○
マツダパーツ近畿 ○ ● ● ● ●
三菱自動車ロジテクノ㈱ ● ● ● ● ●

㈱ホンダパーツ近畿 ○ ● ● ○ ●
㈱スズキ自販近畿 ○ ● ● ● ●
大阪ダイハツ販売㈱ ○ ● ● ○ ●
大阪スバル㈱ ○ ● ● ○ ●
UDトラックス㈱ ○ ● ● ○ ○

三菱ふそうトラック・バス㈱ ○ ● ● ○ ●
大阪日野自動車㈱ ○ ● ● ○ ○
滋賀日野自動車㈱ ○ ● ● ○ ○
いすゞ自動車近畿㈱ ○ ● ● ○ ○

外車部門 ○ ● ● ○ ○
優良部品販社 ○ ● ● ○ ○

●
＝

休
業
日

〇
＝

営
業
日

８月 １3日 １4日 １5日 １6日

琴平自動車（株） ● ● ●

１7日
金 土 日 月 火

○ ○
トヨタ部品大阪共販㈱ ● ● ● ○ ○
日産部品近畿販売㈱ ● ● ● ● ○
マツダパーツ近畿 ● ● ● ○ ○
三菱自動車ロジテクノ㈱ ● ● ● ○ ○

㈱ホンダパーツ近畿 ● ● ● ● ○
㈱スズキ自販近畿 ● ● ● ○ ○
大阪ダイハツ販売㈱ ● ● ● ○ ○
大阪スバル㈱ ● ● ● ● ●
UDトラックス㈱ ● ● ● ● ○

三菱ふそうトラック・バス㈱ ● ● ● ● ○
大阪日野自動車㈱ ● ● ● ● ○
滋賀日野自動車㈱ ● ● ● ● ○
いすゞ自動車近畿㈱ ● ● ● ● ○

外車部門 ● ● ● ○ ○

日本におけるプリウスの盗難台数は近年、トップとなっています。
プリウスの盗難が多い理由について、一部メディアで「盗難団の足として使われる
ため」という報道が出ていました。これは、ハイブリッド車が夜間に住宅街を移動
する際など静かで都合が良いことが挙げられます。実際、車両盗難の様子を記録し
た防犯カメラの映像にプリウスが映っている例は多々あります。

しかし・・・プリウスが盗難される例が多い理由はほかにもあります。
日本で盗難されたクルマはそのほとんどが、解体されて部品として海外に持ち出さ
れています。完成車での輸出は「輸出の届出」が必要となり、ナンバープレートの
返却や輸出抹消登録などが義務付けられているので、バラバラにしてコンテナに押
し込んで部品として海外に密輸するというわけです。中でもプリウスなど海外でも
数多く走っているクルマの場合は、中古補修部品としてアフターマーケットにおけ
る需要が高いのです。
昨今それらの部品のなかでもとくに高値で取引されている部品のひとつに「触媒コ
ンバーター」があります。クルマの排気系統に取り付けられる装置で排ガス中の炭
化水素（HC）、一酸化炭素（CO）、窒素酸化物（NOｘ）の３物質を浄化します。
この触媒には高額な白金、パラジウム、ロジウムが使用されており、２０２０年以
降は世界的に価格が高騰しています。高価な金属が使われる三元触媒は１９９０年
代以降生産されたほとんどのガソリン車に装備されていますが、なぜ、プリウスに
代表される（とくに古い世代の）ハイブリッド車が多く狙われるのでしょうか。
大きく理由はふたつ挙げられます。
①古い世代の触媒にはより多くの高価なパラジウムやロジウムなどの貴金属が
　含まれる。
②電気モーターとガソリンのふたつの動力源を備えているため触媒コンバーターが
　汚染物質の処理に使用される頻度が低い
　（＝触媒の内部にある金属が腐食する可能性が低くなり価値が高まる）

触媒コンバーターはクルマの下にもぐって接続部品をカットすればものの数分で盗
むことが可能なため「盗みやすくて価格が高い」コスパが良い部品ともいえます。
非常に高価な部品（２０万円から３０万円）の為に盗まれてしまったら一大事で
す。車体本体が駐車場からなくなればすぐにわかりますが、触媒コンバーターを外
されたクルマはパッと見たところでは気づきにくいという難点があります。触媒コ
ンバーターを盗まれたクルマの場合、エンジンをかけるとO２センサー異常でエン
ジンチェックランプが付くのと、何よりも排気音が爆音になるためそこで初めて異
変に気づく人が多いようです。

・・・気をつけて下さいネ。。

自動車盗難 なぜ！？ トヨタ「プリウス」は狙われる？

優良部品販社 ● ● ● ○ ○

《経営理念》
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